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 理事長 吉澤 祥文 

２０２３年６月 

※記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 

ごあいさつ 

主な経営指標の推移 

＜預金・貸出金残高の状況＞ 

（単位：百万円） 

＜損益の状況＞ （単位：百万円） 

＜金融再生法開示債権の状況＞ 

（単位：百万円、％） 

＜単体自己資本比率の状況＞ 

（単位：百万円、％） 

＜出資金・会員数の状況＞ 

（単位：百万円、人） 

   

 会員の皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 平素より格別なるご高配を賜り心より厚くお礼申し上げます。 

 ここに第72期の事業概況並びに決算状況をご報告申し上げるにあたり、一言ご
挨拶申し上げます。 

 2022年度の我が国経済は、新型コロナウイルス感染症が第８波に及ぶなど先
行きを見通しにくい状況にありましたが、政府による全国旅行支援などの対策が奏
功し、長く苦境に置かれてきた飲食、宿泊、観光、交通などの業種にとっては明る
い兆しが見えはじめた一年となりました。しかしながら、これまで比較的堅調に推移
してきた製造業や建設土木業などにおいては、国際的なサプライチェーンの混乱や
労働力調達難に加えて、資源エネルギー価格の高騰や円安の影響を受けて多く
の企業が仕入コストの増加に直面することとなりました。 

このような傾向は上伊那地域でも認められ、統計的に見れば、人流は回復傾
向にあり地区内企業の業況も徐々に回復する傾向を示してきましたが、原材料高
や電気料金の値上げなどの影響が表面化し、製造業を中心に景況感が悪化しつ
つあります。今後、新型コロナウイルス感染症対策で供給された政策資金の償還
が本格化する中で、収益面や資金繰りに不安を抱える皆さまも多いことと存じます。
国際情勢が早く落ち着きを取り戻し、我が国や上伊那地域の経済の先行き不透
明感を払拭できる日が来ることを祈るばかりです。 

国際情勢の混乱は、金融市場にも大きな影響を与えました。欧米各国では、
急速に進むインフレを抑制するために相次いで金融引き締め政策に転じ、海外金
利は大きく上昇しました。内外金利格差の拡大は、低金利政策を続ける日本市
場にも影響を及ぼし、円安が進行し国内金利も緩やかに上昇しました。金利の急
上昇は、貸出金利の高騰や金融資産の価格下落などにも繋がります。 

当金庫の経営においても、有価証券評価損が拡大するなど新たな課題が表面
化しました。日本銀行では市場の混乱を避けるべく時間を掛けた調整を進めてい
るところですが、依然として予断を許さない状況が続いています。 

 こうした状況下において、当金庫では「地域社会の全企業、全生活者の繁栄の
ために心から奉仕する」基本方針の下、お取引先の資金繰り支援、経営改善支
援はもとより、本業支援や創業支援、資産形成等お客様の幸せや喜びの実現の
ために取り組んで参りました。具体的には、企業支援室の担当者を拠点店舗に配
置するエリアマネージャー制を導入し、お取引先の事業性取引にかかる経営サポー
トや資金繰り支援の充実を図りました。また、個人のお取引先に対する適時適切
なサポートの充実を目的に、お客様の資産形成をお手伝いするマネーアドバイザー
の新設や、ローンセンターの拡充と休日営業の強化などにも取組みました。 

その結果、業容面におきましては、預金積金は、個人・法人ともに堅調に推移
して29億円増加の3,409億円になりました。一方、貸出金は、9億円増加の
1,350億円となりました。 

業績面におきましては、基礎的な収益であるコア業務純益（投資信託解約益
を除く）は2億70百万円まで改善し、その収益をもとに有価証券評価損や不良
債権の圧縮などを進めつつ、当期純利益として1億59百万円を確保し、コア自己
資本額は96百万円増加、単体自己資本比率は10.75％となりました。 

内外金利の上昇等に伴って、有価証券評価損が大きく増加しご心配をお掛け
しているところです。当金庫では、原則として有価証券を時価評価する方針で会
計を行っていますが、昨今のような金利上昇局面においては、利率の低い債券の
現時点での評価が目減りしてしまいます。しかし、国債などの価値は満期償還に
向けて自然に回復していくものであるため、評価損の水準も次第に改善して参りま
す。引き続き運用資産の管理に万全を期して参りますので、何卒ご安心をいただ
ければと存じます。 

「地域が元気になり、職員も幸せになり、結果として当金庫の存在価値が高ま
ること」が私の信用金庫経営の原点であります。今後も引き続き、お客様視点でス
ピード感を持った課題解決支援を進め、お客様のライフスタイルに合致した商品、
情報等を積極的に提案・提供し、地域を元気にして参りたいと考えています。 

2023年度は、守りと攻めの両面にアグレッシブに取り組む年として、ポストコロナ
時代の地域経済の力強い回復に向けて「Face To Face」でお客様と真摯に向き
合い、地域経済の発展・繁栄に向けて役職員一同全力を挙げて取り組んで参り
ます。 

 何卒、私どもアルプス中央信用金庫に倍旧のご愛顧とお引き立てを賜りますよう
お願い申し上げます。 

2020年度末 2021年度末 2022年度末 

332,067  338,057  340,970  

131,234  134,095  135,077  

預金積金 貸出金 

（単位：百万円） 

2020年度末 2021年度末 2022年度末 

501  

345  
256  268  262  

159  

経常利益 当期純利益 

不良債権比率



第７２期の事業について 

第７２期 貸借対照表 第７２期 損益計算書 

第７２期 剰余金処分 

（2023年3月31日現在） （単位：百万円） （2022年4月1日～2023年3月31日） （単位：千円） 

（2022年4月1日～2023年3月31日） （単位：円） 

以上のとおりであります。 
 
    ２０２３年６月２２日 

理 事 長 吉 澤 祥 文

常務理事 牧 田 和 弘

常務理事 原 英 則

常勤理事 地 田 俊 彦

常勤理事 田 中 久 弘

理 事 佐々木 正 博

理 事 馬 淵 泰太郎

理 事 吉 澤 文 男

常勤監事 山 本 正 浩

監 事 高 坂 建 樹

員外監事 野 澤 章 泰

213,101,041

159,936,880

9,936,880

150,000,000

53,164,161

科　　目 金　　額

当 期 未 処 分 剰 余 金

剰 余 金 処 分 額

普通出資に対する配当金（1％）

特 別 積 立 金

繰 越 金 （ 当 期 末 残 高 ）

3,324,322

2,683,771

1,726,817

200,303

713,142

43,507

396,646

159,165

237,481

91,683

7,388

84,295

152,220

3,465

117,369

15,783

15,602

3,067,520

23,775

19,883

3,337

114

439

309,579

43,855

265,724

155,693

53,946

99,890

1,856

2,543,510

1,530,588

959,263

53,659

34,961

17,003

8,651

176

9,129

256,801

21

21

49,237

30,465

18,772

207,585

6,101

41,726

47,827

159,757

53,343

213,101

そ の 他 の 役 務 収 益

資 金 運 用 収 益

貸 出 金 利 息

金　　額

そ の 他 受 入 利 息

そ の 他 資 産 償 却

人 件 費

給 付 補 填 備 金 繰 入 額

借 用 金 利 息

そ の 他 の 支 払 利 息

役 務 取 引 等 費 用

支 払 為 替 手 数 料

そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用

国 債 等 債 券 償 還 損

そ の 他 の 業 務 費 用

経 費

株 式 等 償 却

株 式 等 売 却 損

繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ）

当 期 未 処 分 剰 余 金

減 損 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

そ の 他 の 特 別 利 益

特 別 損 失

固 定 資 産 処 分 損

そ の 他 経 常 費 用

税 金

科　　目

経 常 収 益

預 け 金 利 息

有 価 証 券 利 息 配 当 金

受 入 為 替 手 数 料

役 務 取 引 等 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

預 金 利 息

そ の 他 の 業 務 収 益

国 債 等 債 券 売 却 益

そ の 他 の 経 常 収 益

物 件 費

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 の 経 常 収 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

株 式 等 売 却 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

国 債 等 債 券 売 却 損

金　　額 金　　額

7,018 340,970

107,182 8,579

980 157,534

1,100 3,038

98,101 254

15,062 156,313

19,323 13,355

38,212 1,895

1,717 180

23,785 180

135,077 492

955 86

7,862 51

118,828 8

7,430 5

1,876 61

45 29

1,484 5

0 84

212 74

133 12

2,506 72

1,475 70

666 96

74 10

290 75

114 808

26 342,704

88

127 1,015

88 1,015

808 12,425

△ 4,146 1,102

( （△4,124 ) 11,323

11,110

213

△ 28

13,412

△ 5,281

△ 5,281

8,131

350,836 350,836

出 資 金

利 益 剰 余 金

無 形 固 定 資 産

前 払 年 金 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 の 無 形 固定 資産

普 通 出 資 金

負 債 の 部 合 計

（純資産の部）

そ の 他 の 負 債

前 受 収 益

払 戻 未 済 金

職 員 預 り 金

リ ー ス 債 務

資 産 除 去 債 務

借 入 金

そ の 他 負 債

未 払 金

未 決 済 為 替 借

未 払 費 用

買 入 金 銭 債 権

金 銭 の 信 託

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

睡 眠預 金払 戻損 失引 当金

会 員 勘 定 合 計

処 分 未 済 持 分

特 別 積 立 金

当期未処分剰余金

国 債

地 方 債

社 債

株 式

当 座 預 金

普 通 預 金

貯 蓄 預 金

通 知 預 金

定 期 預 金

定 期 積 金

そ の 他 の 預 金

資 産 の 部 合 計 負 債 及 び 純 資産 の部 合計

純 資 産 の 部 合 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

その他有価証券評価差額金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

債 務 保 証 見 返

貸 倒 引 当 金

未 収 収 益

偶 発 損 失 引 当 金

債 務 保 証

そ の 他 の 有 形 固定 資産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他 の 資 産

建 物

土 地

リ ー ス 資 産

有 形 固 定 資 産

賞 与 引 当 金

う ち 個 別 貸倒 引当 金）

科　　目 科　　目

（資産の部） （負債の部）

現 金

前 払 費 用

有 価 証 券

預 金 積 金

預 け 金

貸 出 金

そ の 他 資 産

そ の 他 の 証 券

割 引 手 形

手 形 貸 付

証 書 貸 付

当 座 貸 越

未 決 済 為 替 貸

信 金 中 金 出 資 金

給 付 補 填 備 金

未 払 法 人 税 等

借 用 金



当金庫の概要 庶務の概要 

店舗・ＡＴＭコーナーのご案内 

法 人 設 立 1951年4月23日

事 業 開 始 1951年6月8日

出 資 金 10億15百万円

会 員 数 24,902名

本 店 伊那市荒井3438番地1

店 舗 数 19店舗

役 職 員 数 230名

預 金 積 金 3,409億70百万円

貸 出 金 1,350億77百万円

（2023年3月31日現在）

（2023年6月22日現在）

◎ 本 店 営 業 部 伊那市荒井3438番地1 (0265) 72-4171 駒ヶ根地区 伊那地区

◎ 赤 穂 営 業 部 駒ヶ根市北町8番14号 (0265) 82-3151 ◎ 駒ヶ根駅前ビル「アルパ」 伊那市役所

◎ 宮 田 支 店 宮田村3320番地3 (0265) 85-3300 ◎ 宮の前出張所 伊那中央病院

◎ 飯 島 支 店 飯島町飯島1445番地1 (0265) 86-3147 中沢出張所 野底出張所

◎ 上 片 桐 支 店 松川町上片桐3647番地 (0265) 37-2121 ◎ ベルシャイン駒ヶ根店 みすず出張所

赤 穂 東 支 店 駒ヶ根市東町8番10号 (0265) 82-6131 ◎ ニシザワ福岡食彩館 ◎ ベルシャイン伊那店

◎ 中 川 支 店 中川村片桐4080番地1 (0265) 88-3333 ◎ アルプス出張所 ◎ ニシザワ双葉食彩館

南 支 店 駒ヶ根市赤穂10790番地8 (0265) 82-5507 ◎ ニシザワ春近食彩館

◎ 伊 那 北 支 店 伊那市山寺3174番地7 (0265) 72-3118 飯島・中川地区 ◎ ニシザワ高遠食彩館

◎ 辰 野 支 店 辰野町大字辰野1636番地9 (0266) 41-0005 七久保コミュニティセンター ◎ MEGAドン・キホーテUNY伊那店

◎ 箕 輪 支 店 箕輪町大字中箕輪9489番地1 (0265) 79-2205 大草出張所

◎ 高 遠 支 店 伊那市高遠町西高遠1660番地1 (0265) 94-2133

◎ 宮 木 支 店 辰野町大字辰野1636番地9（辰野支店内） (0266) 41-3481 辰野地区 箕輪・南箕輪地区

春 近 支 店 伊那市荒井3438番地1（本店営業部内） (0265) 78-6969 ◎ 辰野町役場前 ◎ 箕輪ショッピングセンター

◎ 竜 東 支 店 伊那市中央4697番地1 (0265) 73-3172 ◎ 宮木出張所 ◎ ベルシャイン箕輪店

◎ 南 箕 輪 支 店 南箕輪村3115番地1 (0265) 76-1011 ◎ ニシザワ辰野食彩館 ◎ ベルシャイン伊北店

◎ 信 大 前 支 店 南箕輪村8304番地72 (0265) 76-5551 小野出張所 ◎ ニシザワ信大前食彩館

い ほ く 支 店 箕輪町大字中箕輪9489番地1（箕輪支店内） (0265) 79-1300
あ る し ん ロ ー ン セ ン タ ー 伊那市荒井3438番地1（本店営業部内） (0265) 98-8077 ◎印の店舗とATMコーナーは日曜日及び祝祭日にもご利用いただけます。

第72期通常総代会

長野県伊那文化会館（伊那市西町5776）小ホールにおいて

開催し、以下議案がすべて原案どおり承認されました。

第71期業務報告の件

第71期貸借対照表・損益計算書報告の件

剰余金処分案承認の件

会員の法定脱退に関する件

定款の一部変更承認の件

理事及び監事の任期満了に伴う選任の件

退任役員に対する退職慰労金贈呈の件

（会員の異動状況承認の件、諸規定等改定承認の件、他）

出資の総口数及び出資の総額、変更登記

役員に関する事項、重任登記

春近支店移転登記

アルプス支店廃止登記

本部組織改編・総合企画部を「企画部」・「資金証券部」に分離

春近支店を本店営業部の店舗内店舗化

福岡支店・南支店を赤穂営業部の子店舗化

本部組織改編・「総務人事部」新設

アルプス支店を赤穂営業部へ統合20日

2022年

2022年

2022年

4月

2022年8月

7月

7月

2023年2月

11日

20日

「決議事項」

【 総 代 会 】

【登記事項】

6月22日2022年

第4号議案

第5号議案

「報告事項」

（1）

「 理 事 会 」

「 監 事 会 」

【理事会・監事会】

（2）

第1号議案

第2号議案

第3号議案

9回

【庶務事項】

2022年7月19日

14回

2022年4月 1日

2022年7月19日

7日

20日

1日

2023年2月


